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研究成果の概要（和文）： 
本研究はアイルランド作家サミュエル・ベケットの作品を中心に、不条理演劇を再評価す
ることを目的とする。20 世紀中葉に現われた一群の劇作家たち総称するために生まれた概
念である「不条理演劇」は、これまで哲学的な理論付けがなされてきたが、本研究はこれ
を移民文学として見直す。その観点からベケット作品の新たな解釈を提供し、従来の演劇
史のみならず、モダニズム以降の芸術動向を、社会的、言語的、芸術的アプローチから再
考察する。 
 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is to explore the works of the Theatre of the Absurd, 
especially the plays of Samuel Beckett. Used for tagging newly-emergent playwrights 
in the mid-20th century, the Theatre of the Absurd has been analyzed in terms of 
philosophical and theoretical notions. This research aims to shed new light on their 
works by investigating their aspects of Immigrant Literature. By reinterpreting the 
significance of Beckett’s and other playwrights’ texts, I analyze theatre movements 
of the post-Modernism.  
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１．研究開始当初の背景 
 不条理演劇は、『不条理の演劇』（1961）に

おいてマーティン・エスリンがサミュエル・

ベケット（1906～1989）、ウジェーヌ・イヨ

ネスコ（1909～1994）、アルチュール・アダ

モフ（1908-1970）、ジャン・ジュネ（1910～

1986）、ハロルド・ピンター(1930～)らの演

劇作品を解釈するために、ジャン＝ポール・

サルトルやアルベール・カミュなどのフラン

ス実存主義思想を援用しながら作り出した

理論的枠組みである（註 1）。これらの劇作家

の作品を特徴づけるのは、明確な筋の不在、

無意味な会話、登場人物のアイデンティティ

の欠如である。不条理演劇という概念は、こ

のような劇作を、第二次世界大戦後の、信仰

なき時代における空虚な人間像と接続し、サ

ルトルやカミュの思想の延長線上に置くた

めの理論であった。 

 
 
２．研究の目的 
 60 年代から 70 年代初頭にかけて盛んに言

及された不条理演劇という言葉は、現在では

すでに死語となりつつある。この傾向に対し、

本研究は、フランスに活躍の場を求める不条

理作家たちがそれぞれアイルランド（ベケッ

ト）、ルーマニア（イヨネスコ）、ロシア（ア

ダモフ）など周縁国の出身であり、仏語は彼

らにとって「外国語」である事実に注目し、

移民文学という視点を導入する。移民文学は

通例、自らの移民・異文化体験を自伝的に語

る文学形式を指すが、本研究においては、一

見抽象的で哲学的に見える不条理演劇のテ

クストから筆者たち自身の移民体験の痕跡

を見出すための理論となる。したがって移民

文学という概念は、不条理演劇を、越境を余

儀なくされたマイノリティの芸術表現とし

て再評価するために使用される。そしてそれ

は同時に、移民文学の理論的射程の刷新を図

る目的も果たすことにつながる。 

 本研究が重点をおくのは、ベケットの越境

と異文化体験をその劇作から炙りだす作業

である。不条理演劇が死語となるにつれて、

上記作家の大半が批評されなくなっていっ

たが、ベケットの作品は常に議論の的となっ

てきた。80 年代の構造主義的、ポストモダニ

ズム解釈に続いて、現在のベケット研究で盛

んなのはポストコロニアリズム的解釈であ

る。それが焦点を当るのは、故郷アイルラン

ドの植民地的記憶を喚起するイメージが頻

出する 30 年代～40 年代の作品であり、不条

理と形容された 50 年代の演劇作品はその考

察の対象とならない。したがって、近年ベケ

ット研究は、普遍的人間像を抽出する哲学的

解釈から、アイルランド・ナショナリズムに

関する意識を炙り出す政治的解釈へと移行

しているといえる。本研究は、ポストコロニ

アリズムの移入によって切断されてしまっ

たベケットの 40年代と 50年代を連続的に考

える目的を有している。そのために導入され

る移民文学という視座は、ベケットの出身地

を強調するポストコロニアリズムに対して、

その越境体験に焦点を当て、哲学的解釈にも

政治的解釈にも還元しえない、移民作家とし

てのベケット像を描き出すことを目的とす

る。そして彼の移民体験を他の不条理作家た

ちの移民体験と比較しながら、彼の作品の特

徴を見定めていく背景にした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は演劇の文学、芸術学的アプローチ

だけでなく、社会学的、言語的アプローチを

必要とするために、出版テクストだけでなく、

書簡、日記、ノートなど作家の日常的な息遣

いを伺えるテクストを収集する。研究の基盤

となるのは綿密なアーカイヴ探索による資

料収集、正確なテクスト分析である。2009 年

にはアイルランドのダブリン大学図書館で

資料調査を行い、ベケットの書簡を閲覧した。

また 2010 年にはアメリカはマサチューセッ

ツ州にあるボストン大学図書館で資料調査

を行い、ベケットとベルギー人作家ロベー

ル・パンジェや BBC のディレクター、バーバ

ラ・ブレイらとの往復書簡を閲覧した。 

 また、ベケットの書簡集が 2008 年 11 月か

ら出版されており、現在は第二巻までが入手

可能となっている。また膨大なノートや日記



 

 

も徐々にではあるが、出版されている。これ

らの資料を、戦後イギリスやフランスの政治

的、社会的風土と照らし合わせながら、「不

条理演劇」作品が執筆、制作され、また受容

されていった状況を再構成した。 

 

 

４．研究成果 

 当初の目的どおり、不条理演劇作品に劇作

家たちの移民体験が織り込まれていること

がわかった。そしてそれが彼らの言語活動に

痕跡を残していることを明らかにした。特に

彼らの代表的な戯曲が外国語で書かれてい

ること、そしてそれが作品の不条理な要素と

密接な関係を有していることがわかった。特

に成果としてあげられるのは、パンジェの仏

語戯曲をベケットが英訳した際に、微妙な意

訳をして、その作品の政治性を前景化してい

た点を発見したことである。 

 またパリを中心に上演されたこれらの作

品だが、ロンドンで発行されている新聞や雑

誌で様々な論争が起こっていることも判明

した。特にイヨネスコとケネス・タイナンの

論争を掲載したイギリスの新聞などを精査

することで、不条理演劇を巡る論争が、戦後

イギリスにおける社会と芸術の関係の雛形

を形成したことを明らかにした。 

 当初はそれほど大きく扱う予定のなかっ

たハロルド・ピンターだが、彼の作品が単た

る不条理という枠組みを超えて、戦後イギリ

ス社会の福祉国家体制を写す鏡であること

を分析した。 
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